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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 25日 (2006.7.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 物 体 側 よ り 順 に 、 正 の 屈 折 力 の 第 １ 群 、 負 の 屈 折 力 の 第 ２ 群 、 正 の 屈 折
力 の 第 ３ 群 、 正 の 屈 折 力 の 第 ４ 群 、 該 第 ２ 群 を 像 面 側 へ 移 動 さ せ て 広 角 端 か
ら 望 遠 端 へ の 変 倍 を 行 い 、 該 変 倍 に 伴 う 像 面 変 動 を 該 第 ４ 群 を 移 動 さ せ て 補 正 す る と 共 に
該 第 ４ 群 を 移 動 さ せ て フ ォ ー カ ス を 行 う リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ 群 が 、 最 も 像 面 側 に 絞 り を 有 し 、 そ の 物 体 側 に 像 面 側 の 面 が 凸 面 で か つ 非 球 面
を 有 す る １ 枚 の 正 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン
ズ 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 前 記 第 ２ 群 が 、 物 体 側 か ら 順 に 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ 、 両 凹 レ ン ズ と 正 レ
ン ズ の 接 合 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式
ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 前 記 第 ２ 群 の 最 も 像 面 側 の 面 が 像 面 側 に 凹 面 を 向 け て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 前 記 第 ２ 群 の 最 も 像 面 側 の 面 の 曲 率 半 径 を Ｒ ２ Ｒ 、 第 ２ 群 の 焦 点 距 離 を
ｆ ２ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 ２ ． ７ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ２ Ｒ ／ ｆ ２ ｜ 　 ＜ 　 ７ ． ４
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ
。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 前 記 第 ２ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を Ｒ ２ Ｆ 、 第 ２ 群 の 焦 点 距 離 を
ｆ ２ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ２ Ｆ ／ ｆ ２ ｜ 　 ＜ 　 ８ ４
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス
式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 前 記 第 ２ 群 の 最 も 物 体 側 の 負 レ ン ズ の 媒 質 の 屈 折 率 を Ｎ ２ ｆ と し た と き
、
　 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ８ ３ 　 ＜ 　 Ｎ ２ ｆ 　 ＜ 　 １ ． ９ １ 　
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ

か ら 構 成 さ れ



。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 前 記 ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 広 角 端 及 び 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点 距 離
を ｆ ｗ 、 ｆ ｔ 、 広 角 端 の Ｆ ナ ン バ ー を Ｆ Ｎ Ｗ 、 第 ２ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ８ 　 ＜ 　 ｛ ｜ ｆ ２ ／ ｆ Ａ ｜ ｝ × Ｆ Ｎ Ｗ 　 ＜ 　 １ ． ６
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ ー
カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 　 た だ し 、
　
　
　
　
と す る 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 前 記 第 ４ 群 が 、 両 凹 レ ン ズ と 両 凸 レ ン ズ と の 接 合 レ ン ズ と 正 レ ン ズ で 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ
ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 前 記 第 ４ 群 に 少 な く と も １ 面 の 非 球 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 前 記 第 ４ 群 の 正 レ ン ズ の 面 の 少 な く と も １ 面 が 非 球 面 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 前 記 第 ４ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径 を Ｒ ４ Ｆ 、 第 ４ 群 の 焦 点 距 離
を ｆ ４ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ８ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ４ Ｆ ／ ｆ ４ ｜ 　 ＜ 　 １ ． ８
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ
ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 前 記 ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 第 ４ 群 の 接 合 レ ン ズ の 合 成 焦 点 距 離 と 接
合 面 の 曲 率 半 径 を 各 々 ｆ ４ ｓ 、 Ｒ ４ ｓ 、 該 接 合 レ ン ズ の 負 レ ン ズ と 正 レ ン ズ の ア ッ ベ 数 を
各 々 ν ４ ｎ 、 ν ４ ｐ と し た と き 、
０ ． ０ ０ ２ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ４ ｓ ／ ｛ ｆ ４ ｓ × （ ν ４ ｐ － ν ４ ｎ ） ｝ ｜ 　 ＜ 　 ０ ． ０ ２ な る 条 件
式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ ス 式
ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 前 記 ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 第 ３ 群 と 第 ４ 群 の 焦 点 距 離 を 各 々 ｆ ３ 、
ｆ ４ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ６ ８ 　 ＜ 　 ｆ ３ ／ ｆ ４ 　 ＜ 　 ０ ． ９ ７
　 な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ
ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 前 記 ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 無 限 遠 物 体 に お け る 第 ４ 群 の 広 角 端 で の
第 ３ 群 と の 距 離 を 、 望 遠 端 で の 距 離 を Ｄ ３ Ｔ と し た と き 、
　 　 ０ ． ０ ５ 　 ＜ 　 （ Ｄ ３ ｗ － Ｄ ３ Ｔ ） ／ ｆ Ａ 　 ＜ 　 ０ ． １ ４
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ
ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 前 記 第 １ 群 が 、 物 体 側 か ら 順 に 像 面 側 に 強 い 凹 面 を 向 け た 負 メ ニ ス カ
ス レ ン ズ と 正 レ ン ズ と の 接 合 レ ン ズ 、 物 体 側 に 強 い 凸 面 を 向 け た 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ に よ
り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ ー カ
ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 前 記 第 １ 群 の 接 合 レ ン ズ の 正 の 第 ２ レ ン ズ の ア ッ ベ 数 が ６ ５ 以 上 で あ
る レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ
。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 前 記 第 １ 群 の 最 も 像 面 側 の 正 レ ン ズ の 媒 質 の 屈 折 率 を Ｎ １ ｒ と し た と
き
　 　 　 　 １ ． ７ ５ 　 ＜ 　 Ｎ １ ｒ 　 ＜ 　 １ ． ９ １ 　
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な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ ア フ ォ
ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 光 学 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め の 構 成 は 、 リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ を つ ぎ の （ １ ）
～ （ １ ８ ） の よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 物 体 側 よ り 順 に 、 正 の 屈 折 力 の 第 １ 群
、 負 の 屈 折 力 の 第 ２ 群 、 正 の 屈 折 力 の 第 ３ 群 、 正 の 屈 折 力 の 第 ４ 群 、 該 第 ２
群 を 像 面 側 へ 移 動 さ せ て 広 角 端 か ら 望 遠 端 へ の 変 倍 を 行 い 、 該 変 倍 に 伴 う 像 面 変 動 を 該 第
４ 群 を 移 動 さ せ て 補 正 す る と 共 に 該 第 ４ 群 を 移 動 さ せ て フ ォ ー カ ス を 行 う リ ア フ ォ ー カ ス
式 ズ ー ム レ ン ズ で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ 群 が 、 最 も 像 面 側 に 絞 り を 有 し 、 そ の 物 体 側 に 像 面 側 の 面 が 凸 面 で か つ 非 球 面
を 有 す る １ 枚 の 正 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ２ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ２ 群 が 物 体 側 か ら 順 に 負 メ ニ ス
カ ス レ ン ズ 、 両 凹 レ ン ズ と 正 レ ン ズ の 接 合 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る
。
（ ３ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ２ 群 の 最 も 像 面 側 の 面 が 像 面 側
に 凹 面 を 向 け て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ４ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ２ 群 の 最 も 像 面 側 の 面 の 曲 率 半
径 を Ｒ ２ Ｒ 、 第 ２ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 ２ ． ７ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ２ Ｒ ／ ｆ ２ ｜ 　 ＜ 　 ７ ． ４
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ５ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ２ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 の 曲 率 半
径 を Ｒ ２ Ｆ 、 第 ２ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ２ Ｆ ／ ｆ ２ ｜ 　 ＜ 　 ８ ４
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ６ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ２ 群 の 最 も 物 体 側 の 負 レ ン ズ の
媒 質 の 屈 折 率 を Ｎ ２ ｆ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ８ ３ 　 ＜ 　 Ｎ ２ ｆ 　 ＜ 　 １ ． ９ １ 　
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ７ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 広 角 端 及 び 望 遠 端 に お け る 全 系 の 焦 点
距 離 を ｆ ｗ 、 ｆ ｔ 、 広 角 端 の Ｆ ナ ン バ ー を Ｆ Ｎ Ｗ 、 第 ２ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ２ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ８ 　 ＜ 　 ｛ ｜ ｆ ２ ／ ｆ Ａ ｜ ｝ × Ｆ Ｎ Ｗ 　 ＜ 　 １ ． ６
　 　 　 た だ し 、
　
　
　
　
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ８ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ４ 群 が 両 凹 レ ン ズ と 両 凸 レ ン ズ
と の 接 合 レ ン ズ と 正 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ ９ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ４ 群 に 少 な く と も １ 面 の 非 球 面
を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
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（ １ ０ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 ４ 群 の 正 レ ン ズ の 面 の 少 な く
と も １ 面 が 非 球 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ １ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ４ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 の 曲 率 半 径
を Ｒ ４ Ｆ 、 第 ４ 群 の 焦 点 距 離 を ｆ ４ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ８ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ４ Ｆ ／ ｆ ４ ｜ 　 ＜ 　 １ ． ８
　 な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ２ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ４ 群 の 接 合 レ ン ズ の 合 成 焦 点 距 離
と 接 合 面 の 曲 率 半 径 を 各 々 ｆ ４ ｓ 、 Ｒ ４ ｓ 、 該 接 合 レ ン ズ の 負 レ ン ズ と 正 レ ン ズ の ア ッ ベ
数 を 各 々 ν ４ ｎ 、 ν ４ ｐ と し た と き 、
０ ． ０ ０ ２ 　 ＜ 　 ｜ Ｒ ４ ｓ ／ ｛ ｆ ４ ｓ × （ ν ４ ｐ － ν ４ ｎ ） ｝ ｜ 　 ＜ 　 ０ ． ０ ２ 　 な る 条
件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ３ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 第 ３ 群 と 第 ４ 群 の 焦 点 距 離 を 各 々 ｆ
３ 、 ｆ ４ と し た と き 、
　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ６ ８ 　 ＜ 　 ｆ ３ ／ ｆ ４ 　 ＜ 　 ０ ． ９ ７
　 な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ４ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 ズ ー ム レ ン ズ に お い て 、 無 限 遠
物 体 に お け る 第 ４ 群 の 広 角 端 で の 第 ３ 群 と の 距 離 を 、 望 遠 端 で の 距 離 を Ｄ ３ Ｔ と し
た と き 、
　 　 ０ ． ０ ５ 　 ＜ 　 （ Ｄ ３ ｗ － Ｄ ３ Ｔ ） ／ ｆ Ａ 　 ＜ 　 ０ ． １ ４
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ５ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 １ 群 が 物 体 側 か ら 順 に 像 面 側
に 強 い 凹 面 を 向 け た 負 メ ニ ス カ ス レ ン ズ と 正 レ ン ズ と の 接 合 レ ン ズ 、 物 体 側 に 強 い 凸 面 を
向 け た 正 メ ニ ス カ ス レ ン ズ に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ６ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 １ 群 の 接 合 レ ン ズ の 正 の 第 ２
レ ン ズ の ア ッ ベ 数 が ６ ５ 以 上 で あ る レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ７ ） 本 発 明 の リ ア フ ォ ー カ ス 式 ズ ー ム レ ン ズ は 、 前 記 第 １ 群 の 最 も 像 面 側 の 正 レ ン ズ
の 媒 質 の 屈 折 率 を Ｎ １ ｒ と し た と き
　 　 　 　 １ ． ７ ５ 　 ＜ 　 Ｎ １ ｒ 　 ＜ 　 １ ． ９ １
な る 条 件 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
（ １ ８ ） 本 発 明 の 光 学 機 器 は 、 上 記 し た 本 発 明 の い ず れ か の ズ ー ム レ ン ズ を 有 す る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 ４ 群 の 動 き を 適 切 に 規 定 す る た め に は 、
　 無 限 遠 物 体 に お け る 第 ４ 群 の 広 角 端 で の 第 ３ 群 と の 距 離 を 、 望 遠 端 で の 距 離 を Ｄ
３ Ｔ と し た と き 、
　 　 ０ ． ０ ５ 　 ＜ 　 （ Ｄ ３ ｗ － Ｄ ３ Ｔ ） ／ ｆ Ａ 　 ＜ 　 ０ ． １ ４ ・ ・ ・ （ ８ ）
な る 条 件 式 を 満 足 さ せ る こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
条 件 式 （ ８ ） は 第 ４ 群 の 動 き を 規 定 す る 条 件 で あ る が 、 上 限 値 を 越 え る と 第 ４ 群 の 移 動 量
が 大 き く な り 全 長 の 長 大 化 を 招 き 好 ま し く な い 。 逆 に 下 限 値 を 超 え る と 、 収 差 変 動 が 大 き
く な り 良 好 な 光 学 性 能 を 得 る こ と が 困 難 に な っ て く る 。
ま た 、 レ ン ズ を バ ラ ン ス よ く 小 型 化 す る た め に は 、
該 第 １ 群 の 最 も 像 面 側 の 正 レ ン ズ の 媒 質 の 屈 折 率 を Ｎ １ ｒ と し た と き
　 　 　 　 １ ． ７ ５ 　 ＜ 　 Ｎ １ ｒ 　 ＜ 　 １ ． ９ １ 　 ・ ・ ・ （ ９ ）
な る 条 件 式 を 満 足 さ せ る こ と よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
こ れ は 第 １ 群 の レ ン ズ 径 に 関 係 し 、 レ ン ズ を バ ラ ン ス よ く 小 型 化 す る 条 件 で あ る 。
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条 件 式 （ ９ ） の 上 限 値 を 超 え る と 第 １ 群 の レ ン ズ 径 の 小 型 化 に は 有 利 に な る が 、 実 際 に 使
用 可 能 な 硝 材 を 考 慮 す る と ア ッ ベ 数 が 小 さ く な り 、 色 収 差 の 補 正 が 困 難 に な っ て く る 。 逆
に 下 限 値 を 超 え る と 第 １ 群 の レ ン ズ 径 が 大 き く な り 小 型 化 が 困 難 に な り 好 ま し く な い 。
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